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※ 本機器を安全にご使用いただ く ために

● 取扱説明書 ( 本取付説明書および操作 ・ 機能説明書 BA1026N) に対する注意

1)  取扱説明書は、 終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2)  本製品の操作は、 取扱説明書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって下さい。

3)  取扱説明書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に

    適合する ものではあ り ません。

4) 取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ま

   す。

5)  取扱説明書の内容については、 将来予告な しに変更する こ と があ り ます。

6) 取扱説明書の内容については、 細心の注意を払って作成し てお り ますが、 も し不審な点

　 や誤 り 、 記載もれなどお気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買

　 い求めの代理店までご連絡下さい。

● 本製品の保護 ・ 安全および改善に関する注意

1)  当該製品、および当該製品で制御する システムの保護・安全のため当該製品を取 り 扱 う

   際には、 取扱説明書の安全に関する指示事項に従って下さい。 なお、 これらの指示事

  　 項に反する扱いを された場合は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

● 電源が必要な製品について

1)  電源を使用し ている場合

 機器の電源電圧が、 供給電源電圧に合っているか必ず確認し た上で本機器の電源をいれ

  て下さい。

2)  危険地区で使用する場合

「工場電気設備防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気でも使用で

き る機器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応

じ て、 本質安全防爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご

使用下さい。

これらの機器は安全性を確認する ため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 ま

た保守や修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

    保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って下さい。

● 製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、 いかな る事情で も弊社従業員 と 技術員および取 り 扱いに関わるす

べての関係者の健康 と 安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く だ

さい。

返却時には必ず添付 「安全 / 洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を

必ず一緒に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と 必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て下さ

い。
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安全／洗浄確認依頼書
物品を受け取る弊社従業員 と 技術員および、 取扱いに関わるすべての関係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適
正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the precise
information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel:） （Fax:）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

返品理由／ Process data

型式 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Type of instruments:） （Serial number:）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties ：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に承認し ます。
放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り になる前に洗浄されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials (acids, alkaline solutions, solvents） .
Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送 り 下さい。 　

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物 ：
（Process matter:）

使用洗浄液名 ：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全 / 洗浄確認依頼書をすべて記入し て頂かない限 り 、 ご依頼を
お受けする こ と ができ ません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive

安全 / 洗浄確認依頼書
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1 安全に関する注記

1.1 使用目的

プロサーモ NMT539 は、 保税および在槽管理アプ リ ケーシ ョ ンおけ る温度計測に 適な HART®

信号変換器装備のマルチスポ ッ ト Pt100 平均温度計です。 エン ド レ スハウザー製のマイ ク ロパ
イ ロ ッ ト "S" シ リ ーズ、 タ ン クサイ ド モニタ NRF590 のレーダータ ン ク液面計アプ リ ケーシ ョ ン
用に、 独自の機能と し て、 静電容量式の水尺計を実装でき ます。 タ ン ク ト ッ プに設置し、 本質
安全ローカル 2 線 HART® 通信によ り 温度と水尺値を供給し ます。 ホス ト 制御装置は、 エン ド レ
スハウザー製タ ン ク サイ ド モニタ NRF590 またはプロサーボ NMS5/7 のどち らでも選択でき ま
す。 TGM5、 TMD1 にも接続可能です。 プロサーモ NMT539 の高温仕様の場合のみバ リ アボ ッ ク
ス本安耐圧防爆変換器 NAB560 が必要と な り ます。

1.2 設置、 試験、 操作

･ 機器の取付け、 電気設備、 ス ター ト ア ッ プ、 および保守は設備または施設の責任者の許可を
受けた訓練された作業員だけが実行でき ます。

･ 作業員は必ずこ の操作マニュ アルを読んで理解し てから その指示を実行する必要があ り ます。

･ 機器の操作は、 設備または施設の責任者によ って許可および訓練された作業員だけが実行で
き ます。 本マニュ アルのすべての指示に必ず従って く ださ い。

･ 取付け業者は、 配線図に従って測定システムが正し く 配線されている こ と を確認する必要が
あ り ます。 測定システムは、 接地する必要があ り ます。 

･ 設置、 試験、 操作に関連する法令、 通達、 規則を遵守し て く ださ い。

1.3 製品取扱い上の注意

電源部
電源を入れる前に NMT の電源部や周波数が仕様の範囲内であ る こ と をご確認 く ださい。 製品の
操作上、 適切な電圧をご使用 く ださい。

電源ケーブル
電源ケーブルは弊社指定のケーブルをご使用 く ださい。
必ず接地を行って く ださい。

接地
電源が入っている状態でアース端子やアース線を外さ ないで く ださい。

周辺機器への接続
この取扱説明書で述べられている周辺機器への接続が可能ですが、 これらの周辺機器の機能等
はそれぞれの取扱説明書をご参照 く ださい。

1.4 操作の安全性

危険区域
･ 危険地区でのご使用には、 防爆構造の機器をご使用 く ださ い。
･ 危険地区において、 電源を入れた状態で蓋は絶対に開けないよ う お願い致し ます。
･ これらの機器の取付、 配線、 配管、 保守、 点検、 修理は防爆機器の使用に関する 「工場電気

設備」 等の関連する法令、 通達、 規則を遵守し て行って く ださい。 
･ ケーブルグ ラ ン ド はし っか り とお締め く ださい。
･ 防爆構造機器の改造、 変更は行わないで く ださい。
･ 防爆機器の使用に関する 「工場電気設備指針」 等に基づいて保守や修理の際には弊社までご

連絡 く ださい。

1 　 安全に関する注記
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警告！
この取扱説明書で書かれている以外のお取扱いを されます と、 事故につながる恐れがので絶対
にお止め く ださい。

1.5 修理依頼

本製品をエン ド レ スハウザー社 に返送し て修理を依頼される場合には、 次の手順が必要です。
･ 「安全 / 洗浄確認依頼書」 に必要事項を詳し く 記入し、 必ず同封し て く ださい。 こ のデータが

ない と エン ド レ スハウザー社では返送された装置の運搬、 検査、 修理に着手する こ と ができ
ません。

･ 必要に応じ て EN91/155/EEC のよ う な安全データ シー ト に特別な取扱いの指示を記述し て同
封し て く ださい。

･ 考え られる残留物物は完全に除去し て く ださ い。 液体が残っている恐れのあ るガスケ ッ ト の
溝や隙間には特に注意し て く ださい。 その液体が腐食性、 毒性、 発癌性、 放射性など、 人体
に有害な ものであれば細心の注意をお願いし ます。

注意！
この取扱説明書の巻頭に 「安全 / 洗浄確認依頼書」 があ り ます。

警告！
･ 有害物質が本体の傷の間やプラ スチッ ク材全体に浸透し ている可能性があ り ます。 本体を返

送し て修理を依頼される場合には、 このよ う な危険物質が完全に除去されていなければ受理
いた しかねます。

･ 洗浄の不完全な機器は、 廃棄物処理の対象と なった り 、 従業員の人体を害する ( 火傷など )
こ と があ り ます。 これが原因で発生する費用は、 すべて機器の運用者が負担する こ と にな り
ますのでお気をつけ く ださい。

1.6 廃棄

材質の異なる製品構成部品は分別し て廃棄し て く ださい。

1 　 安全に関する注記
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1.7 ソ フ ト ウ ェ ア履歴

1.8 エン ド レスハウザー ジャパン株式会社の連絡先 

エン ド レ スハウザージ ャパン ( 株 ) の住所は、 本取扱説明書の裏表紙に記載されたお り ます。 ご
質問などございま し た ら、 弊社ヘルプデス ク、 寄の弊社営業所、 または代理店にお気軽にお
問い合わせ く ださい。

ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン / 

日付

ソ フ ト ウ ェ アの変更 ド キ ュ メ ン ト の変更

V01.41.00 / 2003.10 オ リ ジナル リ リ ース BA1025N( 取付説明書 )

BA1026N( 操作 , 機能説

明書 )

V01.45.00 / 2006.3 ア ク セス コード 164 で UK 素子間隔、 Cu90、 多素

子にデフ ォル ト を設定する

BA1025N( 取付説明書 )

BA1026N( 操作 , 機能説

明書 )

V01.50.00 / 2008.7 保税認証、 PTB、 ハード ウ ェ アによ る ロ ッ ク機能

1 　 安全に関する注記
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1.9 安全に関する表記規則と記号

本マニュ アルでは、 安全確保の手順も し く は代替操作手順を強調するために以下の表記規則が
使用されてお り 、 左の欄にそれぞれの該当する ア イ コ ンが表示されています。

安全に関する表記規則

危険！
「危険！」 記号は、 適切に行わなければ人体の損傷、 安全を損な う 事故、 あ るいは計器の
破損を招 く 操作または手順を強調し ます。

警告！
「警告！」 記号は、 適切に行わなければ人体の損傷、 あ るいは計器本体の誤動作を招 く 操
作または手順を強調し ます。

注意！
「注意！」 記号は、 適切に行わなければ操作への間接的悪影響、 あ るいは計器の予測を超
えた応答につながる操作または手順を強調し ます。

防爆防止

防爆認定装置
プロサーボの型式表示板に この記号があ る場合には、 爆発危険区域で使用する こ と がで
き ます。

防爆認定装置
プロサーボの型式表示板に この記号があ る場合には、 爆発危険区域で使用する こ と がで
き ます。

安全区域 ( 爆発の危険がない区域 )
図面中で爆発の危険がない区域の表示に用いる記号 ( 必要な場合にのみ使用 )。 　 - 安全
区域に設置される装置であって も、 それから出る配線が防爆危険区域に入る も のであれ
ば防爆認定を受けていなければな り ません。 

電気系統

直流電圧
直流電圧がかかっている、 あ るいは直流電流が流れている端子。

交流電圧
交流 （正弦波） 電圧がかかっている、 あ るいは交流電流が流れている端子。

接地 ( アーズ ) 端子
操作員のために既に一定の接地システムを用いて接地 ( アース ) された端子。

保護用接地 ( アース ) 端子
他の接続が行われる以前に接地されていなければな ら ない端子。

等電位接続 ( アース結合 )
設備の接地システム と接続する必要な端子 ： これはそれぞれの国や社会のや り 方によ っ
て、 例えば等電位線あ るいは星型結線接地システムなどがあ り ます。 

EX

EX

1 　 安全に関する注記
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2 識別

2.1 機器の表示

2.1.1 銘板

装置の型式銘板には、 以下の技術データが示されています。

プロサーモ NMT539 銘板

プロサーモ NMT539TIIS Ex ia 認定銘板

NP-2162-4

INTELLIGENT
TEMPERATURE TRANSMITTER

PROTHERMO

TYPE  NMT53
Var.  
L =                                  mm
SPAN               

Yamanashi 406-0846

2 　 識別
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プロサーモ NMT539TIIS Ex d[ia] 認定銘板

プロサーモ NMT539ATEX 認定銘板 EEx ia

プロサーモ NMT539 FM 認定銘板 　

2 　 識別
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プロサーモ NMT539 CSA 認定銘板 　

プロサーモ NMT539 PTB W&M 認定銘板 　

14.70
08.01

NP-2594
Endress+Hauser Yamanashi Co.,Ltd.

PROTHERMO NMT539

Hersteller / Producer :

Baulahr
Year of constr.

Tank-Nr.
Tank no.
Tprozess/process

NP-2593

2 　 識別
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2.2 注文情報

010 認証

0 防水防塵 IP 65 

7 FM: IS class1, Div.1, Gr. CD

8 CSA: Class1, Div.1, Gr. CD (Exi)

A TIIS: Ex ia IIB T4

B ATEX: EEx ia IIB T2 -T6

C TIIS: Ex ia IIB T2

D *TIIS:Ex d[ia] IIB T2

E TIIS:Ex d[ia] IIB T4

9 特殊仕様、 要問い合わせ

020 測定構造

0 変換器

1 温度プローブ + 変換器

2 水尺プローブ + 変換器

3 温度プローブ + 水尺プローブ + 変換器

4 温度プローブ + 変換器 (PTB, W&M)

5 温度プローブ + 水尺プローブ + 変換器 (PTB, W&M)

9 特殊仕様、 要問い合わせ

030 温度測定レンジ

0 温度センサな し

5 -20 ...+100 °C

1 -40 ...+100 °C 

6 -20 ...+235 °C

2 -55 ...+235°C

3 -170 ...+60°C

4 -20 ...+120°C (PTB W&M )

9 特殊仕様、 要問い合わせ

040 水尺測定レンジ

0 水尺プローブな し

1 1m (3.3 ft)

2 2m (6.6 ft)

9 特殊仕様、 要問い合わせ

050 電線管口

A ネジ G (PF) 1/2 x1

B ネジ NPT 1/2 x1

C ネジ PG16x1

D ネジ M20x1

Y 特殊仕様、 要問い合わせ

060 フ ラ ンジ規格

0 フ ラ ンジ JIS 10K 50A RF, SS400

1 フ ラ ンジ ANSI 150Ibs 2" RF, SS400

2 フ ラ ンジ DIN PN10 DN50 RF, SS400

3 フ ラ ンジ JPI 150Ibs 50A RF, SS400

4 フ ラ ンジ PF 3/4" (NPS 3/4"), ユニバーサルカ ッ プ リ ング ... 変換器タ イプ 1

5 M20, ネジ込み ... 変換器タ イプ 2

A フ ラ ンジ JIS 10K 50A RF, SUS304 　

B フ ラ ンジ ANSI 150Ibs 2" RF, SUS304

C フ ラ ンジ DIN PN10 DN50 RF, SUS304

D フ ラ ンジ JPI 150Ibs 50A RF, SUS304

9 特殊仕様、 要問い合わせ

NMT 539- 仕様コー ド 　 （次ページに続 く ）

2 　 識別
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「注文情報」 に関し ま し ては、 オーダーコード (SAP) を分か り 易 く する ために補助的な情報を
（ ） 内に載せてお り ます。

070 温度素子

A 2 点

B 3 点

C 4 点

D 5 点

E 6 点

F 7 点

G 8 点

H 9 点

J 10 点

K 11 点

L 12 点

M 13 点

N 14 点

O 15 点

P 16 点

Q 温度計測点数な し

Y 特殊仕様、 要問い合わせ

080 素子間隔

7 UK 基準 ( 変換器タ イプ )

3 1m (39")

2 1.5m (59")

1 2m (79")

5 3m (118")

4 指定された素子位置 と間隔

6 素子間隔な し

9 特殊仕様、 要問い合わせ

090 1~40,000mm(40m) 温度プローブ長さ ( フ ラ ンジよ り下方から プローブの先端
まで )

A ...mm 温度プローブ長さ

B 温度プローブな し

Y 特殊仕様、 要問い合わせ

100 取付用機器

A 取付用機器な し

B アンカーウ ェ イ ト  高タ イプ ( 縦型 D120)

C アンカーウ ェ イ ト 低タ イプ ( 六角 H41)

D 固定ワ イ ヤ + ワ イ ヤフ ッ ク + NPT1" ト ッ プアンカ -

F 固定ワ イ ヤ + ワ イ ヤフ ッ ク + PT1" ト ッ プアンカ -

Y 特殊仕様、 要問い合わせ

NMT539- 仕様コー ド ( 全仕様完了 )

2 　 識別
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3 設置

3.1 製品の受入、 輸送、 保管

3.1.1 受入

梱包と中身について損傷跡の有無をチェ ッ ク し ます。 荷物をチェ ッ ク し、 不足品がないこ と、
納入品が注文と一致し ている こ と を確認し ます。

3.1.2 輸送

警告！
18kg を超え る装置の安全注意事項および輸送条件に従って く ださい。 輸送の際は、 ハウジング
だけをつかんで本装置を持ち上げないよ う にし て く ださい。

3.1.3 保管

保管および輸送の際は、 本装置を衝撃から保護される よ う に梱包し て く ださい。 それには、 オ
リ ジナル梱包材を使用する と 適に保護でき ます。 保管温度は、 -40 ℃～ +85 ℃です。

3 　 設置
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3.2 設置条件

3.2.1 寸法

タ イプ 1: 変換器バージ ョ ン ( 標準 PF(NPS) 3/4" ユニバーサル カ ッ プ リ ング接続 )

タ イプ 2: 変換器バージ ョ ン ( Varec 1700 with M20 ネジ込み式接続用 )

注意！
UK 特殊品は、 WhessoeVarec1700 シ リ ーズ平均温度計プローブに接続する よ う にのみ設計され
ています。 水尺データは利用でき ません。

UK 特殊 M20 ネジ込み式と Varec1700 端子ハウジングの接続
シールテープでネジ込み接続口を保護し、 端子箱 メ スねじ接続口にケーブルの束 (RTD 信号入口
ケーブル ) を差し入れます。 プロサーモ NMT539 のゲージヘッ ド を時計回 り に 10 回以上回し て
ねじ込み、 固定ナッ ト で締め付けて く ださい。 プロサーモ NMT539 と Varec 1700 端子ハウジン
グの緩んだ接続は、 浸水などによ り 故障の原因と な り ます。

3 　 設置
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変換器 + 平均温度プローブバージ ョ ン

3 　 設置
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変換器＋温度計＋水尺バージ ョ ンおよび変換器 + 水尺プローブ バージ ョ ン

3 　 設置



プロサーモ NMT539

18 Endress+Hauser

プロサーモ NMT539 素子 No.1 の位置
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3.3 取扱

3.3.1 開梱

注意！
開梱の際は、 温度プローブを曲げた り 、 ひねった り し ないよ う に 1 人でプロサーモ NMT539 を
取 り 扱わずに 3 人以上で行 う よ う にし て く ださい。

3.3.2 温度プローブの取扱

温度プローブの部分を巻き取る時には、 直径が 1ｍ 以上になる よ う にし て く ださい。
温度プローブを タ ン ク に取付る際や、 温度プローブ部分を曲げる必要があ る場合には、 その曲
げた部分が R=500mm 以上になる よ う に注意し て く ださい。

注意！
温度プローブ部分の屈曲を R=500mm 以下にし た場合には、 保護管および素子の破損を招 く 恐れ
があ り ます。

悪い取扱例 推奨する取扱例

1m 以上

3 　 設置
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3.3.3 設置手順

注意！
1. プロサーモ NMT539 の保護管の長さは、 お客仕様で決定されます。 設置前に以下の内容を確

認し て く ださい。

･ 　 プロサーモ NMT539 の本体上のタ グ番号
･ 　 温度プローブの長さ
･ 　 素子数
･ 　 素子の間隔

2. プロサーモ NMT539 は、 タ ン ク の壁から少な く と も 500mm 離し て取 り 付けて く ださい。 この
措置は、 温度計測がタ ン ク周囲温度やタ ン ク壁の温度の影響を受けないよ う にするためです。

3. プロサーモ NMT535 の取付手順はタ ン ク の形、 種類によ り 異な り ます。 こ こ では
コーンルーフ タ ン ク と フ ローテ ィ ングルーフ タ ン ク の例を説明いた し ます。 なお、 どのタ ン
ク でも温度プローブのフ ラ ンジは同じです。 固定パイプの径は 50mm ( 標準 ) です。

警告！
フ ラ ンジ接続で気密性が必要な場合には、 ネジ込み側の回 り にテフ ロ ンテープを幅 30mm 以上
巻いて く ださい。 設定中および設定後のテンシ ョ ンは、 16kg 以下を維持する よ う にし て く ださ
い。 16kg 以上のテンシ ョ ンをかけますと、 温度プローブの内部が損傷する原因と な り ます。

3 　 設置
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プロサーモ NMT539、 -170 ℃使用時注意事項

極低温タ ン ク にプロサーモ NMT539 を設置する際、 温度プローブが急激に冷やされる こ と によ
り 、 保護管内、 及び電気室内の気圧が極端に低下する可能性があ り ます。
従って、 プロサーモ NMT539 を極低温タ ン ク に設置する際、 温度プローブ及び電気室の気圧が
安定する まで、 端子蓋を開放し て置いて く ださい。
また、 極低温タ ン ク からプロサーモ NMT539 を取出す際は、 逆に急激に暖められるため温度プ
ローブ内及び電気室内の気圧が極端に上昇する可能性があ り ます。
この時、 外部からの衝撃によ り 温度プローブに亀裂、 または穴等が発生し た場合、 高圧の空気
が噴出し、 保護管が暴れて危険な状況に陥る可能性があ り ます。
プロサーモ NMT539 を極低温タ ン ク から取出す際は、 保護管及び電気室の気圧が安定する まで、
端子蓋を開放し て置いて く ださい。

-170 ℃注意プレー ト

NP-2605Yamanashi 406-0846

CAUTION!
When installing this device on, or removing this
device from, a cryogenic tank, open the terminal
compartment cover to normalize the internal
pressure.

3 　 設置
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4 取付

注意！
水尺プローブを取 り 付ける際には、 手動測定 ( 検尺 ) 基準値と比較し て、 水尺センサの " ゼロ点
" 基準位置を確認し て く ださい。

4.1 コーンルーフ タ ン ク上への取付け

コーンルーフ タ ン ク にプロサーモ NMT539 を設置するには、 以下の 3 種類の方法があ り ます。

1. ガイ ド ノ ブ方式
2. ステ ィ ルパイプ方式
3. アンカ ウ ェ イ ト 方式

注意！
タ ン ク底に ヒ ーテ ィ ング コ イルが設置されている場合には、 温度プローブおよび水尺プローブ

下部から ヒ ーテ ィ ング コ イル ( 種類によ って異なる ) にあま り 近 く な ら ないよ う に取 り 付けま
す。

4.1.1 ガイ ド ノ ブ方式

この方式は、 温度プローブおよび水尺プローブを ワ イヤフ ッ ク と ガイ ド ノ ブによ って固定し ま
す。

取付けは以下の手順に従って行います。

1. パッ キンに温度プローブおよび水尺プローブを通し、 タ ン ク ト ッ プの取付け ノ ズルから差し
入れます。

警告 !
温度プローブおよび水尺プローブは、 傷つきやすいので、 取付け ノ ズルよ り 差し入れる際には、
角にぶつけないよ う に注意し て く ださい。

4 　 取付
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2. ケーブルグ ラ ン ド の方向は、 配線工事や障害物等を考慮し て 適な位置になる よ う
に本体を回転させて く ださい。

3. ピン と張った固定ワ イヤを タ ン ク ト ッ プのガイ ド ノ ブよ り タ ン ク内に垂ら し、 終端
をガイ ド ノ ブに仮止めし ます。

4. タ ン ク底で固定ワ イヤを ワ イヤフ ッ クに通し ます。

5. 固定ワ イヤを 2 回ほど連結部に巻き付け、 上に引っ張 り 、 結び目を付属の針金で補強し ます。
　

6. タ ン ク ト ッ プで本体フ ラ ンジをボル ト で取付け ノ ズルに締め付けます。

注意！
ガイ ド ノ ブのバネは 35 ～ 37mm になる まで圧縮し て く ださ い。 37mm 以上にな り ます
と検出器を傷つける恐れがあ り ます。

7. 固定ワ イヤの端を足または手で押さ え、 伸ばし ながら ガイ ド ノ ブに固定し ます。
8. この時、 固定ワ イヤの終端はガイ ド ノ ブの軸に一回巻いて、 ナッ ト で締め付けます。
9. 余った固定ワ イヤは切 り 落と し ます。
10. ガイ ド ノ ブのボル ト をバネが 35 ～ 37mm になる までねじ込みます。
11. 後にガイ ド ノ ブに蓋を し ます。

 

4 　 取付
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4.1.2 ステ ィ ルパイプ方式

直径 2 イ ンチ以上のステ ィ ルパイプを用意し、 その中に温度プローブおよび水尺プローブを差
し入れます。

取付けは以下の手順に従って行います。

注意！
ステ ィ ルパイプ方式でアンカーウ ェ イ ト を使用し ない場合は、 パイプの中に十分に液体が入る
よ う に、 ステ ィ ルパイプの底よ り 下に水尺プローブが出る よ う に設置し て く ださい。
ステ ィ ルパイプ方式では、 2 イ ンチ (JIS、 ANSI) パイプから可能です。

アンカーウ ェ イ ト を使用する場合には、 4 イ ンチ (JIS、 ANSI) 以上のパイプを使用し て く ださい。

警告 !
水尺プローブを横方向に移動させたり、揺らしたりすると乱流が起き、水尺プローブを傷つけ
る恐れがありますので注意してください。
温度プローブおよび水尺プローブは、 傷つきやすいので、 取付け ノ ズルよ り 差し入れる際には、
角にぶつけないよ う に注意し て く ださい。

1. パッ キンに温度プローブおよび水尺プローブを通し、 タ ン ク ト ッ プの取付け ノ ズルから差し
入れます。

2. ケーブルグ ラ ン ド の方向は、 配線工事や障害物等を考慮し て 適な位置になる よ う
に本体を回転させて く ださい。

3. タ ン ク ト ッ プで本体フ ラ ンジをボル ト で取付け ノ ズルに締め付けます。

警告！
タ ン ク内圧が 100kPa を超え る場合には、 ステ ィ ルパイプを
図のよ う に固定し て く ださい。

4 　 取付
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4.1.3 アン カウ ェ イ ト 方式

アンカ ウ ェ イ ト を使用し て温度プローブを固定する方法です。

注意！
アンカーウ ェ イ ト はタ ン ク底に定着する よ う に設置し て く ださい。 アンカーウ ェ イ ト をつる し た
状態で取付ける場合には、 16kg 以下のアンカーウ ェ イ ト をご使用 く ださい。 16kg 以上のアン
カーウ ェ イ ト を使用し た場合は、 温度プローブ内部が損傷を起こす
原因と な り ます。

警告！
温度プローブは傷付きやすいので取付け ノ ズルよ り 差し入れる際は、 角にぶつけた り し ないよ
う に、 注意し て差し入れて く ださい。

1. パッ キンに温度プローブおよび水尺プローブを通し、 取付け ノ ズルよ り 差し入れます。
2. ケーブルグ ラ ン ド の方向は、 配線工事や障害物等を考慮し て 適な位置になる よ う に本体を

回転させて く ださい。
3. 温度プローブまたは水尺プローブのボ ト ムフ ッ ク と アンカーウ ェ イ ト の連結部 と を固定ワ イ

ヤで結びます。
4. 固定ワ イヤを 2 回ほど連結部に巻き付け、 上に引っ張 り 、 結び目を付属の針金で補強し ます。
5. タ ン ク ト ッ プにて本体フ ラ ンジをボル ト で ノ ズルに締め付けます。

4 　 取付
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4.2 フ ローテ ィ ングルーフ タ ン クへの取付

フ ローテ ィ ングルーフ タ ン ク にプロサーモ NMT539 を取 り 付ける方法には、 3 種類あ り ます。

1) ガイ ド ノ ブ方式
2) ステ ィ ルパイプ方式
3) ガイ ド リ ングおよびアンカーウ ェ イ ト 方式

注意 !
タ ン ク内部の底に ヒ ーテ ィ ング コ イルが設置されている場合には、 温度プローブまたは水尺プ
ローブのボ ト ムフ ッ ク が ヒ ーテ ィ ング コ イルにあま り 近 く な ら ないよ う に取付けて く ださい。

4.2.1 ガイ ド ノ ブ方式

温度プローブまたは水尺プローブを固定パイプに挿入し、 必要に応じ て ト ッ プアンカで固定し
ます。 プロサーボ NMS5/7 と プロサーモ NMT539 は、 一緒に一つの固定パイプに設置可能です。

取付手順は、 ガイ ド ノ ブ方式によ る コーンルーフ タ ン クへの取付けの場合 と同様です。

4 　 取付
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4.2.2 ステ ィ ルパイプ方式

直径 2 イ ンチ以上のステ ィ ルパイプを用意し、 その中に温度プローブおよび水尺プローブを差

し入れます。

取付手順は、 ステ ィ ルパイプ方式によ る コーンルーフ タ ン クへの取 り 付けの場合 と同様です。

4 　 取付
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4.2.3 ガイ ド リ ングおよびアン カーウ ェ イ ト 方式

温度プローブおよび / または水尺プローブはガイ ド リ ング と アンカーウ ェ イ ト で固定し ます。

注意！
アンカーウ ェ イ ト はタ ン ク底に定着する よ う に設置し て く ださい。 アンカーウ ェ イ ト
をつる し た状態で取付ける場合には、 16kg 以下のアンカーウ ェ イ ト をご使用 く ださ
い。 16kg 以上のアンカーウ ェ イ ト を使用し た場合には、 温度プローブ内部が損傷を起こす原因
と な り ます。

注意！
温度プローブおよび水尺プローブは、 損傷しやすいので取付け ノ ズルよ り 差し入れる際は、 角
にぶつけた り し ないよ う に、 注意し て く ださい。

取付手順は以下の とお り です。

1. 温度プローブおよび水尺プローブにパッ キンを取付け、 タ ン ク ト ッ プの取付け ノ ズルから下
ろ し ます。

2. ケーブルグ ラ ン ド の方向は、 配線工事や障害物等を考慮し て 適な位置になる よ う
に本体を回転させて く ださい。

3. 温度プローブ下部の連結部 と アンカーウ ェ イ ト の連結部 と を固定ワ イヤで結びます。
4. 固定ワ イヤは 2 回ほど連結部に巻き付け、 上に引っ張 り 、 結び目を付属の針金で補強し ます。
5. タ ン ク ト ッ プで本体フ ラ ンジをボル ト で ノ ズルに締め付けて固定し ます。

4 　 取付
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4.3 保護カバー取付手順

NMT539 Exd [ia] の場合のみ、 保護カバーの取 り 付けが必要 と な り ます。

注意！
ナットを締めすぎますと、保護カバーが変形する恐れがありますので気を付けてください。

4 　 取付
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5 配線

5.1 変換器タ イプの機械的接続

注意！
既存の RTD 温度変換器 と交換する前に、 以下の事柄を確認し て く ださい。 この事柄は、 プロ
サーモ NMT539 変換器タ イプの取付けに必要と な り ます。

1. 素子タ イプ （規格および仕様）
2. 素子数
3. 平均温度素子以外のタ ン ク底およびガス層の追加スポ ッ ト 温度素子の有無
4. 下端素子位置
5. 素子間隔
6. 各素子のケーブル色

プロサーモ NMT539 取付けを行 う 前に、 機械的接続の間にケーブルが損傷し ないよ う にジ ッ プ
タ イ または短いひも で、 全ての RTD ケーブル ( および温度センサ、 水尺プローブの同軸ケーブ
ル ) を一時的に縛っておき ます。

機械的接続の準備

警告！
既存 RTD プローブに NMT を接続する前に、 安全上の注意事項を確認し て く ださい。 下側の①
NPS ネジ メ ス コネ ク タ をいったん緩めて、 各ネジ接続がス ムーズにでき る こ と を確認する ため
に、 ②温度 RTD プローブ上に乗せて合わせてみて く ださい。

5 　 配線
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ネジ接続

1. 確実にねじ込みでき る まで③ユニオン と① NPS ネジ メ ス コネ ク タ を② RTD プローブネジ接
続部に取 り 付けて く ださい。 ② RTD プローブネジ接続部をシールテープで巻き ます。

2. 付属のパッ キンを中間に入れて、 プロサーモ NMT539 を取付けます。 ④プロサーモ NMT539
ハウジング側のオス ネジ接続部をシールテープで巻き ます。 完全にねじ込みでき る までユニ
オンを手で堅 く 締めます。

3. カ ッ プ蓋を外し、 ケーブルの両端が接続するために十分な長さがあ るか確認し ます。

危険！
この作業中は、 ケーブルの両側を引っ張った り 、 過剰に張力を掛けないで く ださい。 温度計測
が不可能なケーブル内部の損傷または不完全な接続の原因と な り ます。

4. ケーブル接続およびプロサーモ NMT539 の位置調整後、 ユニオンを手で十分に締めてから レ
ンチで 1/8 回し て、 堅 く 締めつけます。

5 　 配線
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5.2 プロサーモ NMT539 と RTD プローブの接続

温度信号ケーブル
RTD ケーブルは、 簡単な ク ラ ンプコネ ク タ ( 同梱 ) でプロサーモ NMT539 入力ケーブルに直接
接続し ます。 ケーブルの両端を 10mm むいて、 コネ ク タにそれを滑 り 込ませ、 ペンチで挟んで
し っか り 接続させます。

ケーブル色コード は、 下の表を参照 く ださい。

静電容量信号の同軸ケーブルと補助変換器の接続
プロサーモ NMT539 温度プローブおよび水尺プローブバージ ョ ンは、 一時的に情報を蓄えてか
ら HART® 変換器に伝送されます。 水尺プローブからのセンサケーブル と変換器ケーブルは、 プ
ロサーモ NMT539 のハウジング内部を通って結線されています。 水尺プローブ用の接地線が必
要な場合には、 プロサーモ NMT539 のハウジングを通さずに結線し て く ださい。

A: 信号線

No.1 ： 茶色

No.2 ： 赤色

No.3 ： 橙色

No.4 ： 黄色

No.5 ： 緑色

No.6 ： 青色

No.8 ： 紫色

No.8 ： 灰色

No.9 ： 白色

No.10 ： 黒色

No.11 ： 茶色と黒色

No.12 ： 赤色と白色

No.13 ： 橙色と白色

No.14 ： 黄色と白色

No.15 ： 緑色と白色

No.16 ： 青色と白色

B: 共通線

B0 ： 紫色と白色

B ： 黒色と白色
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5.3 端子結線図 (Ex d[ia])

プロサーモ NMT539 耐圧 ・ 本質安全防爆構造 （Ex d[ia]） の場合は、 以下のよ う に NMT539 から
直接 A 種接地を行 う 必要があ り ます。

プロサーモ NMT539 Ex ia の場合には、 NAB560 と の組み合わせ と な り ますので、 A 種接地は
NAB560 から行います。 詳細に関し ま し ては、 KA1003N 「NMT539 本安防爆型温度計接続用取扱
説明書 　 セイ フテ ィ バ リ アボ ッ ク ス NAB560」 をご参照 く ださい。

注意 !
ツ ェナーバイ アの接地 (PE) は、 他の目的の接地線 （避雷器） と共用せず、 独立し て非危険場所
において A 種接地工事に準じ た接地点に接続し て く ださい。
接地用導線は、 断面積が 2 ～ 2.6mm2 以上の導線を使用し て く ださい。 計気室で A 種接地された
フ ィ ール ド機器等の通信線のシール ド も利用可能です。

A 種接地概要

接地線施工要領例

接地抵抗値 10Ω

接地線の種類 引張強さ 1.04kN 以上の金属線又は直径 2.6mm 以上の軟銅線

5 　 配線
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5.3.1 結線図

注意！
本質安全機器を接続する配線は、電磁誘導または静電誘導により本質安全回路の本質安全防爆
性能を損なわないような電流および電圧が、当該本質安全防爆回路に誘起されないように配置
してください。

5 　 配線
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5.4 端子接続

5.4.1 プロサーモ NMT539 (Ex ia) 本質安全防爆接続

注意！

本質安全防爆型 HART® 通信のプロサーモ NMT 539 は、 接続機器の本質安全防爆端子と接続し
て く ださい。 配線および現場装置の配置は本質安全防爆規定に準じ て行って く ださい。

5.4.2 プロサーボ NMS5/7 Ex d[ia] 　 本質安全防爆接続

本質安全防爆型プロサーモ NMT539 は、 NMS5/7 の本質安全防爆端子と接続し て く ださい。

FG

HART 本質安全防爆
HART
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5.4.3 プロサーモ NMT539 　 Ex d[ia] 端子

注意！
耐圧防爆型 HART® 通信のプロサーモ NMT 539 は、 接続機器の耐圧防爆端子と接続し て く ださ
い。 配線および現場装置の配置は本質安全防爆規定に準じ て行って く ださい。

防爆機器の HART マルチ ド ロ ッ プ接続は、 認定の種類によ って異な り ます。

5.4.4 NMS Ex d 耐圧防爆接続

耐圧防爆型プロサーモ NMT539 は、 NMS5/7 の耐圧防爆端子と接続し て く ださい。

HART
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5.4.5 タ ン クサイ ド モニ タ NRF590

本質安全防爆端子

注意！
タ ン ク サイ ド モニタ NRF590 には本質安全防爆機器用端子が 3 組あ り 、 内部的に繋がっていま
す。

警告！
プロサーモ NMT539 から端子 30 と 31 にシグナル HART® ラ イ ンは接続でき ません。 それらの端
子は、 FMR53 ｘ 用の本質安全 DC24V 動作電源と な り ます。

非本質安全防爆端子

5 　 配線
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6 認証および認定

CE マーク
エン ド レ スハウザー社では、 CE マーク を添付する こ と で計器が要求されるテス ト に合格し てい
る こ と を示し ています。

防爆構造

保税型式の認定
PTB W&M( ド イ ツ )

外部基準およびガイ ド ラ イ ン
IEC 61326 に準拠 , 表 Ａ-1 に準じ た

EN 61000-4-5

Immunity to surge on data lines

EN 61000-4-4

Immunity to burst on data lines

EN 61000-4-2

Immunity to electrostatic discharge

EN 61000-4-6

Immunity to conducted RF (high frequency) disturbance

EN 61000-4-3

Immunity to electromagnetic field disturbance

EN 61326/CISPR 16

Electromagnetic emission

防爆認定 等級

ATEX EEx ia IIB T2...T6, ATEX

FM IS Class 1, Div. 1, Gp. C, D, T6,T4,T3, T2
Class 1, Zone 0, AEx ia IIB, T6, T4,T3,T2

CSA Ex iaClass 1, Div.1, Gp. C, D, T6...T2
Ex ia IIB T6...T2

TIIS

Ex ia IIB T4

Ex ia IIB T2

Ex d[ia] IIB T4

Ex d[ia] IIB T2....( 準備中 )
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7 アクセサリ

アン カーウ ェ イ ト ( 高タ イプ ) 取付用具オプシ ョ ン ： B

変換器 + 温度プローブバージ ョ ン用に設計された特殊アンカー方式です。

注意！
アンカーウ ェ イ ト を用いた取付でも、 下端素子 ( 下温度測定位置 ) を タ ン ク底から約 500mm
の位置に設定し ます。

異な る寸法、 重さ、 素材のアンカーウ ェ イ ト が使用可能です。

アン カーウ ェ イ ト ( 低タ イプ ) 取付用具オプシ ョ ン ： C

低タ イプアンカーウ ェ イ ト は、 おもに水尺プローブを固定し、 水尺測定範囲を正確に計測する
ために用意された ものです。 また、 運転中の小径のタ ン ク ノ ズル （2 イ ンチ、 50Ａ 以下） に設
置する際、 変換器および温度プローブバージ ョ ン用取付用具 と し て も ご利用いただけます。

7 　 アクセサリ
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ワイヤフ ッ ク、 ト ッ プアン カー取付用具オプシ ョ ン ： D

実際の張力は、 ワ イヤフ ッ ク と ト ッ プアンカ間を固定ワ イヤ (SUS316、 直径 3mm のよ り 線 ) で
行っています。 アプ リ ケーシ ョ ンに適し た多様な取付けやワ イヤのタ イプ、 サイ ズ、 材質、 特
殊塗装をご利用いただけます。

注意！
ト ッ プアンカの標準電線管接続は、 NPT1" または PT1" ネジ接続で、 異な るネジサイ ズ、 材質、
特殊仕様にも対応可能です。 接続フ ラ ンジ も同様に対応可能です。

7 　 アクセサリ
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8 技術情報

8.1 技術データの概要

用途

用途 プロサーモ ＮＭＴ539 は、 液層およびガス層の平均温度を正確に計測するの

で大規模タ ン ク の在槽管理に 適です。 原油および 2 層液において静電容量

式水尺計を装備し、 正確な平均温度計測および水尺計測を行います。

• フ ラ ンジ取付け ： 標準 2 イ ンチ

• 温度測定範囲 ： 40ｍ

• 水尺測定範囲 ： 1m または 2m ( オプシ ョ ン ： 3m)

機能およびシステムデザイ ン

測定原理 温度測定 ：
プロサーモ NMT539 は、 SUS316 製の保護管に 大 16 点の白金抵抗素子

(Pt100) を装備する こ と ができ ます。 Pt100 は周囲温度変化に対し て、 線形抵

抗変化する特質を持っています。 プロサーモ NMT539 変換器のモジ ュールが

この抵抗信号を変化を入力値と し て受信し、 温度データに変換し ます。 変換

および演算し た全データはホ ス ト 機器にループパワー HART® 信号で伝送さ

れます。

水尺 ( 水界面 ) 測定 :
静電容量液面計プローブは、 水の存在を検出し ます。 水尺は、 与え られた可

変周波数 ( デフ ォル ト 設定 ) に変換され、 そのデータは HART® 変換器を介

し てホス ト 機器に伝送されます。

機器構造 取付説明書 BA1025N/08/ja 参照

入力

測定値 温度測定
温度変換範囲 : -200 ～ +235 ℃ （-170 ～ +235 ℃ TIIS）

標準温度プローブ : -40 ～ +100 ℃ （-20 ～ +100 ℃ TIIS）

広範囲温度プローブ : -55 ～ +235 ℃ （-20 ～ +235 ℃ TIIS）

極低温範囲プローブ : -170 ～ +60 ℃

水尺測定
標準プローブ範囲 : 1m または 2m

オプシ ョ ン範囲 : 3m

測定範囲 技術仕様書 TI042N/08/ja 参照

出力

出力信号 • HART® プロ ト コル 　 ローカルホ ス ト 専用

ア ラーム信号 エラー情報は以下のイ ン ターフ ェ イ スおよび伝送デジ タルプロ ト コルを介し

てア ク セス可能です ( 以下の機器取扱説明書参照 )。

• タ ン クサイ ド モニ タ NRF590 　  BA256F、 BA257F

• プロサーボ NMS5/7 　 BA1001N

補助エネルギー

 HART® 負荷 HART® 回路の 小負荷 : 250 Ω

電線管口 技術仕様書 TI042N 参照

供給電圧 DC 20 ～ 24V : Ex d[ia] （TGM5 および TMD1 のみ接続可能 )
DC 16 ～ 30 V : Ex ia
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消費電流 Ex ia:

6mA 　 （温度測定）

12mA ( 水尺測定 )

Ex d[ia]:

8mA 　 （温度測定）

14mA ( 水尺測定 )

性能特性

稼動条件 • 温度 = +25 ℃ (77°F) ±5 ℃ (9°F)

• 圧力 = 1013 hPa (mbar) abs. (14.7 psi) ±20 hPa (mbar) (0.3 psi)

• 相対湿度 ( 空気 ) = 65 % ± 20%

最大測定エラー 基準動作条件の代表的説明 ( 線形、 再現性、 ヒ ステ リ シス ):

• 線形性 :

– 温度 : ±0.15 ℃ (0.27°F) + 素子偏差値 ( IEC class A standard に準拠 )

– 水尺 : 4mm (±2mm) 1m プローブ取付け

動作条件

動作条件

取付方法説明書 取付説明書 BA1025N 参照

環境条件

保管温度 -40 ℃ ... +85 ℃ (-40°F...+185°F)

気候 DIN EN 60068-2-38 (test Z/AD)

防塵防水 • ハウジング : IP 65

• プローブ : IP 68

電磁両立性 （EMC） 金属およびコ ン ク リ ー ト タ ン クにプローブを取付けた場合、 同軸プローブの

場合 :

• エ ミ ッ シ ョ ン ： EN 61326、 電気装置 Class B に準拠

• イ ミ ュニテ ィ ： EN 61326、 Annex A ( 産業 ) に準拠

処理条件

温度範囲 -170 ...+235 °C (-274 ...+455°F)

圧力制限 100kPa 　

機械的構造

デザイ ン、 寸法 技術仕様書 TI042N 参照

重さ 技術仕様書 TI042N 参照

材質 技術仕様書 TI042N 参照

フ ラ ンジ規格 技術仕様書 TI042N 参照

認証および認定

CE マーク エン ド レ スハウザー社では、 CE マーク を添付する こ と で、 計器に要求され

る テス ト に合格し ている こ と を示し ています。

外部基準およびガイ ド
ラ イ ン

EN 60529

Protection class of housing (IP-code)

EN 61326

Emissions (equipment class B), compatibility (appendix A – industrial area)
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防爆認定 ATEX ; EEx ia IIB T2 ...T6

FM ; IS class1, Div.1, Gp. C, D, T6, T4,T3,T2

Class 1, Zone 0, Aex ia IIB, T6,T4,T3,T2

CSA ; Ex ia Class 1, Div.1, Gp. C,D, T6...T2

Ex ia IIB T6...T2

TIIS ; Ex ia IIB T4

TIIS ; Ex ia IIB T2

TIIS ; Ex d[ia] IIB T2....( 準備中 )

TIIS ; Ex d[ia] IIB T4

オーダーコー ド

エン ド レ スハウザー社では、 オーダーコード よ り 製品仕様を特定し て発注で

き ます。

アクセサリ

技術仕様書 TI042N 参照

補助ド キュ メ ン ト

補助ド キュ メ ン ト 技術仕様書 (TI 042N)

取付説明書 (BA1025N)

操作 ・ 機能説明書 (BA1026N)
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9 スペアパーツ

図中の番号で、 スペアパーツをご注文いただけます。

9 　 スペアパーツ
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10  付録

10.1 機能説明

機能グループ、 機能およびパラ メ ータの詳細は、 プロサーモ NMT539 取付説明書および操作説
明書でご確認 く ださい。

10.2 機能およびシステムデザイ ン

注意！

プロサーモ NMT539 には、 2 種類の HART® 通信があ り ます。

1.HART® Ex i 出力

2.HART® Ex d 出力
接続発信器の入力規格によ っては、 Ex i/Ex d 本質安全耐圧防爆バ リ アが必要と な り 、
エン ド レ スハウザー製 NAB560 バ リ アボ ッ ク スが利用でき ます。 その際は、 KA1003N 「NMT539 
本安防爆型温度計接続用取扱説明書 　 セイ フテ ィ バ リ アボ ッ ク ス NAB560」 をご参照 く ださい。

ATEX, FM, CSA, TIIS( 高温仕様以外 )...Ex i
NMS5/7 との組み合わせ

プロサーモ NMT539 変換器 + 温度プローブバージ ョ ンの代表的なアプ リ ケーシ ョ ン
プロサーモ NMT 539 は、 従来の NMT535 にあった全機能を完全に継承する ための接続フ ラ ンジ
規格、 電線管接続、 配線方法などの仕様も同じです。
すでにプロサーボ NMS5 には水尺計測機能が装備されてお り ますので、 プロサーモ NMT539 の
変換器 + 平均温度プローブ バージ ョ ン と の組み合わせが 適と な り ます。 また、 変換器 + 平均
温度プローブ + 水尺プローブ バージ ョ ン と プロサーボ NMS5 を組み合わせた場合には、 タ ン ク
内の被測定物のレベル計測、 連続的な温度計測および水尺計測に関し て管理する こ と ができ ま
す。 

プロサーモ NMT539 で必要な変更およびパラ メ ータ設定は、 全てプロサーボ NMS5 および ToF 
ツール , FieldCare で実行でき ます。 

プロサーモ NMT 539 はプロサーボ NMS5 から液面データ を受取 り 、 液層およびガス層の平均温
度を計算し ます。 計算後のデータ と基本情報は、 各測温素子 と装置状態の実際のデータ と共に
プロサーボに伝送されます。

プロサーモ NMT539 で計算された平均温度データ （上位通信仕様によ ってプロサーモも設定情
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報伝送可） はプロサーボ NMS5 から上位通信されイ ン ターフ ェ イ スユニ ッ ト に伝送されます。

注意 !
プロサーボ NMS5 は多機能機器 ( 測定、 データ伝送 ) ですので、 プロモニ タ NRF560 の役割は、
タ ン ク サイ ド遠隔データ表示器および制御装置 と な り ます。 標準仕様の NRF 560 にはデータ送信
機能があ り ます。
イ ン ターフ ェ イ スユニ ッ ト の全ての収集データは、 在庫管理ソ フ ト ウ ェア (Tank computer, 

FuelsManager) に送信されるか、 お客様の DCS または PLC に直接送信されます。

ATEX, FM, CSA, TIIS...Ex i

タ ン クサイ ド モニ タ NRF590 との組み合わせ

プロサーモ NMT539 変換器 + 温度プローブ + 水尺プローブバージ ョ ンの代表的なアプ リ ケー
シ ョ ン 
プロサーモ NMT539 の 変換器 + 温度プローブ + 水尺プローブ バージ ョ ンは、 レーダー計測器と
組み合わせる こ と によ り 効果的に使用でき ます。 適な在槽管理のためにタ ン ク サイ ド モニタ
NRF590 を介し てデータ収集、 計算を行いながら、 水尺計測、 温度計測、 液面計測を実行する こ
と ができ ます。 プロサーモ NMT539 の基本機能はタ ン ク サイ ド モニタ NRF590 に表示、 設定さ
れ、 詳細な機能とデータ ア ク セスは ToF ツール、 FieldCare で実行でき ます。

プロサーモ NMT539 は、 タ ン クサイ ド モニタ NRF590 から レーダー計測器のデータ を受取 り 、
液層およびガス層の平均温度を計算し ます。 計算後のデータ と基本情報は、 測温素子の実際の
データ と装置状態と共に NRF590 に伝送されます。

タ ン ク フ ァーム規模およびデータ処理機能に応じ て、 測定データは VI プロ ト コルまたは他の工
業規格通信プロ ト コルを介し て多種のイ ン ターフ ェ イ スユニ ッ ト に伝送する こ と ができ ます。 

イ ン ターフ ェ イ スユニ ッ ト の全ての収集データは、 在庫管理ソ フ ト ウ ェア (Tank computer, 

FuelsManager) に送信されるか、 お客様の DCS または PLC に直接送信されます。
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TIIS...Ex i
発信器 TMD1 との組み合わせ

サーボ式液面計 TGM5 との組み合わせ
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プロサーボ NMS と プロサーモ NMT539 高温仕様との組み合わせ

プロサーモ NMT539 高温仕様は、 Ex ｄ (TIIS) 出力と な り ますので、 プロサーボ 5/7 と組み合わ
せる場合には、 Ex i/Ex d 本質安全耐圧防爆バ リ ア NAB560 が必要と な り ます。
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TIIS....Ex ｄ [ia]
発信器 TMD1 との組み合わせ

平均温度計プロサーモ NMT539 と発信器 TMD1、 サーボ式液面計 TGM5 を HART® 通信で接続す
る こ と ができ ます。

この HART® 通信によ り 、 従来の温度計の代わ り に HART® 通信プロサーモ NMT539 が使用可能
と な り 、 DRM9700 の代わ り にプロモニタ NRF560 が使用でき ます。

HART® デバイ スの仕様に関し ま し ては、 エン ド レ スハウザージャパン ( 株 ) にお問い合わせ く
ださい。
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●機器調整 ( 新規調整、再調整、故障 ) 不適合に関するお問い合わせ

　 サービス部ヘルプデスク課

     〒 183-0036 　 府中市日新町 5-70-3

     Tel. 042(314)1919   Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載、複製はご遠慮 く だ さい。また、記載内容は

お断 り な く 変更する こ と があ り ますのでご了承 く だ さい。

Tel.  022(265)2262    Fax.  022(265)8678

■新潟サービス
〒 950-0923 　 新潟市中央区姥ｹ山 4-11-18

Tel.  025(286)5905    Fax.  025(286)5906

Tel.  0436(23)4601    Fax.  0436(21)9364

■千葉サービス
〒 290-0054 　 千葉県原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel.  042(314)1912    Fax.  042(314)1941

■東京サービス
〒 183-0036 　 府中市日新町 5-70-3

Tel.  045(441)5701    Fax.  045(441)5702

■横浜サービス
〒 221-0045 　 横浜市神奈川区神奈川 2-8-8 第 1 川島ﾋﾞﾙ

Tel.  052(795)0221    Fax.  052(795)0440

■名古屋サービス
〒 463-0088 　 名古屋市守山区鳥神町 88

Tel.  06(6389)8511    Fax. 06(389)8182

■大阪サービス
〒 564-0042 　 吹田市穂波町 26-4

Tel.  086(445)0611    Fax.  086(448)1464

■水島サービス
〒 712-8061 　 岡山県倉敷市神田 　 1-5-5

Tel.  0834(25)6231    Fax.  0834(25)6232

■徳山サービス
〒 746-0028 　 山口県周南市鼓海 2-118-46

Tel.  093(963)2822    Fax.  093(963)2832

■小倉サービス
〒 802-0971 　 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

■仙台サービス
〒 980-0011 　 仙台市青葉区上杉 2-5-12 　 今野ﾋﾞﾙ

■計量器製造業登録工場 ■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）
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